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   A case of renal pseudotumor due to pyelonephritis is reported. A 70-year-old female was 
admitted to our hospital for the evaluation of  rignt renal mass in pyelogram. She had had episodes 
of pyelonephritis many times. Computed tomography (CT) revealed poorly marginated low densi-
ty mass that exhibits inhomogenous enhancement with contrast medium. Angiography showed an 
avascular mass. On magnetic resonance imaging (MRI), the mass was isointensity or slightly low 
intensity on  T1 weighted scan, while it showed low intensity on T2 weighted scan. The patient 
died from small cell carcinoma in the lung two years later. Autopsy was performed and no malig-
nancy was found in the kidney. MRI was useful to differentiate such inflammatory change from 
renal tumor, which is mostly high intensity on T2 weighted scan. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 241-243, 1994) 













入院時検査成績:尿 沈渣 にて 白血球 を多数認め,
BuN33.5mg/dl,creatinineL2mg/dlと軽度の腎
機能障害を認めた以外異常所見な し 尿細胞診は陰
性.尿 培 養 で はSterPtoeoeeusfaecatisカミ検 出 され,結
核 菌 は 陰性 で あ った.
X線 所 見:胸 部X線 撮影 に て 特 に異 常 を認 めず.排
泄 性 腎孟 造 影 に て右 下 腎杯 に 結 石 を伴 った腎 杯 の著 明
な変形,両 腎 の皮 質 の 菲 薄化 が 認 め られ た(Fig.1).
排 尿 時膀 胱 尿道 造 影 で は右 に1度 のVURが あ った.
腹 部CTで は,右 下 腎極 の 腫瘤 は 一 部 に相 対 的低 吸
収 域,石 灰 化 が認 め られ,造 影 剤投 与 後 腫瘍 の一 部 が
不 均一 にわ ず か に造影 され た の み で,辺 縁 は 不 明瞭 で
あ った(Fig.2),腹部超 音 波 断層 法 で は右 腎 の 腫瘤 は
isoechogeneityで腎腫 瘍 との 鑑 別 は 困難 で あ った.
腎 シ ソチで は右 下 腎極 はdefectとな っ てい た.以 上
よ り右 腎 の腫 瘤 は 腎腫 瘍 の可 能性 も否 定 で きず,さ ら
に 精査 を行 った.同 部 はangiographyにて はavas-
cularであ った.MRIで はTl強 調 画像 に て 腎皮 質
と等 信 号 な い しは や や低 信 号,T2強 調 画燥 で は低 信














































で は腫 瘤 は 非常 に 硬 く,chronicpyelonephritisの
み でxanthornatous,malignantな変 化 は 認 め られ
な か った.
臨床 経 過:以 上 よ り慢 性 腎 孟 腎 炎 に よる右 腎 偽腫 瘍
と診断 し,抗 生剤 投 与 と ともに,感 染 源 とな りう る右
腎 結石 をESWLに て排 石 せ しめ た.尿 所 見 は 退 院後
4月12日に は 正 常化 した,そ の 後1990年8月に 左 肺
にSOLを 指 摘 され 再 入 院,肝,腸 骨 に転 移 を 認 め
stageIVの肺腫 瘍 と して 化学 療 法 を 行 った が1991年
6月20日癌 死 した 。 剖 検 の 結 果,肺,肝 右 副腎,膵
臓,甲 状腺,心 嚢,脊 椎 骨 に は 小細 胞 癌 が 認 め られ た
が,腎 に は慢 性 腎 孟 腎 炎 の所 見 の み で,悪 性 の 所見 は
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